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日だまりに小さな春が訪れている

きわみまでの愛
　聖書は神様からのラブレターだと言わ
れます。聖書のどこを開いても、神様から私
たちへの愛の呼びかけで満ちています。
　聖書にこのように書かれてあります。「さ
て、過越の祭りの前に、この世を去って父の
みもとに行くべき自分の時が来たことを知
られたので、世にいる自分のものを愛され
たイエスは、その愛を残るところなく示さ
れた。」（ヨハネの福音書１３章１節）
　十字架に付けられる前の夜、イエス様は
ご自分の死を目前にして、自分のことより
も、後に残されていく弟子たちを愛され、そ
の愛を残るところなく示されました。それ
ほどイエス様は、彼らを深い愛で愛し抜か
れたのです。
　このあとイエス様は、たらいに水をくん
で、土とホコリで汚れた弟子たちの足を順
番に洗って行かれました。人の足を洗うの
は奴隷の仕事でした。イエス様の愛は、謙
遜という形で現れました。

　本当の愛は、謙遜を伴うものです。愛し
ていると言いながら、傲慢な姿勢のままで
いるとするなら、その愛は偽りです。また、
本当の謙遜は、愛に裏付けられたものであ
るはずです。
　イエス様は、本当の愛と謙遜をもって、最
後まで弟子たちに関わられたのです。弟子
たちだけではありません。イエス様は、私
たち一人一人に愛と謙遜を示されました。
そのきわみが十字架です。罪なき神の子キ
リストが、極悪人の付けられる十字架に付
けられたのです。私たちのためでした。イ
エス様は、私たちの身代わりとして十字架
で死なれたのです。そうしていただかなけ
れば、私たちの罪は決して赦されることが
なかったのです。
　キリストのきわみまでの愛は、あなたに
も注がれています。どうぞ、このキリストの
大きな愛を、心に深く受けとめてください。
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　明治42年2月28日、現在のJR北海道宗谷本線の塩
狩駅付近で、列車事故が起こりました。当時は急な勾配
とカーブの連続で難所とされていました。列車が峠にさし
かかったとき、最後尾の客車の連結が外れたのです。客
車は登ってきた坂道をスピードを上げながら逆走し始め
ました。このままでは坂道の下のカーブを曲がり切ることは
できません。客車は乗客もろとも脱線し、大惨事は免れま
せん。客車の中はパニックになりました。しかし、ただ一
人、その客車に乗り合わせていた鉄道職員のクリスチャ
ン青年だけは違いました。彼は、結納のために札幌に向
かっていたにも関わらず、暴走する列車の前に身を投げ出

し、自らの体を呈して列車を止め、多く
の命を救いました。「一粒の麦がもし地
に落ちて死ななければ、それは一つのま
まです。しかし、もし死ねば、豊かな実を
結びます。」これはイエス・キリストの言
われた聖書の言葉で、小説の締めくく
りに書かれています。この青年はまさに
一粒の麦として自らの命を犠牲にして
神様の愛を示し、今に至るまで豊かな
実を結び続けているのです。

教会からのオススメの一冊

三浦綾子著　「塩狩峠」（新潮文庫）

ともえだ良平 オカリナコンサート
チャペルコンサートVol.31

入場無料
入場無料はっぴい・イースターin宝塚

宝塚市栄町２-１-１
ソリオ１の３F( 阪急宝塚駅前 )

講演：沼野尚美氏
『豊かな人生の生き方』

宝塚市立病院緩和ケア病棟
チャプレン・カウンセラー

病院薬剤師から病院チャプレン、カウンセラーに転
職。淀川キリスト教病院、姫路聖マリア病院、日本
バプテスト病院などを経て、現在、宝塚市立病院緩
和ケア病棟、社会保険神戸中央病院、国保中央病
院緩和ケアホームにてチャプレンとカウンセラーを
兼職。今まで9つのホスピスで勤務し、3,000人以
上の方 の々生と死に関わってきた。専門はがん患者
とその家族の精神的援助と宗教的援助である。

プロフィール

'95年よりオカリナの演奏、作・
編曲活動を開始。'98年より初
心者・アマチュアグループの指
導も始める。現在は関西を中
心に演奏活動、指導をつづけ
ている。インディアン・フルート、
中国楽器・揚琴の奏者としても
活動中。京都府在住。

プロフィール

「EARTH BREATH～大地の息吹」
と題して、世界のポビュラー音楽、日本
の心の歌、クラシック、外国民謡などを
楽しいトークを交えておおくりします。
オカリナの素朴で澄んだ音色をお楽
しみください。

予定演奏曲目
・アヴェ・マリア
・シシリエンヌ
・ガブリエルのオーボエ
・フライ・ミー・トゥー・ザ・ムーン
・ひょっこりひょうたん島
・イムジン河
・サザエさん　
他

3月３０日（日）15:00 ~  於・当教会 ４月12日（土）14:00 ~  
於・宝塚ソリオホール



　　　　　　「木瓜」

春を待ちこがれる　このころ
雨　雪　風の日が続いて
空模様にばかり　気を取られていたら
庭に　こんなに美しい　鮮やかな蕾が
今にも　花開こうと　待ち構えているのに　気がついた
春を告げる　花のひとつ　木瓜の花だ

私の顔を　見てちょうだい ！ と　叫んでいるようだ
春を運ぶ　お手伝いにと　木瓜の花の　子ども達
とても嬉しそうに　とても無邪気に
天真爛漫の姿

今年も　すでに三月　様々なことが　起こって来ても
もう驚かない
天も地も　大忙しではないか
だが　この一角は　なんと平和が　あふれているのだろう
私達に与えられた時間は　平等に　分配されている
それならば
平和で　落ち着いた日を　過ごそうではないか

木瓜の花を　見ていると　そんな気分になった

 
ハレルヤ　わたしたちの神をほめ歌うのは　いかに喜ばしく　
神への賛美は　いかに美しく　快いことか
主は　打ち砕かれた心の人々を　癒し
その傷を　包んでくださる
主は　星に数を定め　それぞれに呼び名を　お与えになる
わたしたちの主は　大いなる方　御力は強く　
英知の御業は　数知れない
　　　　　　　　 　　　 　　　 　　 (聖書)
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